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廃棄物の100％再資源化を実現するために
毎年、日本では約4億トンもの廃棄物が排出されているといわれています。これからの社会において、廃
棄物の再資源化は、ますます不可欠な取り組みとなります。

使い終わった資源・廃棄物を再利用し、リサイクルする。「高度循環型社会」を実現することは、現在を

生きる私たち全員にとって、課せられた大きな課題です。

長年にわたり、廃棄物処理や鉄スクラップを通して資源リサイクル事業を展開してきたスズトクグループ

は、静脈メジャーになることによって廃棄物の100％再資源化を実現し、高度循環型社会の大きな受け
皿となることを目指しています。
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スズトクグループのリサイクル実績（2015年度）
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スズトクグループのリサイクルスキーム
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オリンピックへの参加

一財）日本環境衛生センター

ＵＲＬ：http://www.toshi-

kouzan.jp/index.html
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みんなのメダルプロジェクト

プロジェクト概要

 参画：国民が参加してメダル製作を行うPJを支援。
 環境：メダル製造に必要な全ての金属量を都市鉱山から賄う。
 想い：「都市鉱山リサイクル」を日本発！の「もったいない運動」として世界へ
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メダル製造に関して東京2020が初となる３つのポイント

本PJを「国民参加型プログラム」として全国展開！

東京2020組織委員会

NTTドコモ 日本環境衛生センター

環 境 省

東 京 都

 多くの国民参加

 確実な調達

 費用の低減

 高いリサイクル率

2017年4月１日から回収スタート

広域認定スキーム広域認定スキーム

小型家電スキーム小型家電スキーム
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- 小型家電リサイクル法・認定事業者 連合 - P 6

プロジェクトへの参加状況

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

日本環境衛生センター

代表提案者（幹事会社３社）

小型家電リサイクル法のネットワークを活用し行政とも連携した「国民みんな」が参加できる実施体制で取り組んでいます。
都市鉱山メダル連携促進委員会

小型家電リサイクル法認定事業者46社／49社

約1,150／ 1,741市区町村
人口カバー率は約８５％

小型家電リサイクル法に参加している全国自治体
連携

環境省（政策連携）

平成29年8月末日時点
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実行体制について
東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

都市鉱山メダル連携委員会全国の自治体が中心となり、メダル運動を展開する会
一般財団法人日本環境衛生センター 環境省

・・・

乾式製錬会社（４社）＆湿式精錬会社（１社）

幹事会社（3社）

小電スキーム

お金の流れ

物の流れ

小型家電リサイクルスキームで回収

小型家電認定事業者（４６者）

PR、機運醸成

（政策連携）

契約形態

参加表明

全国の自治体（東京都を含む）
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